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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ナ
ギ
と
ハ
ヤ
テ
と
召
喚
獣

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
４
２
７
Ｚ

【
作
者
名
】

　
Ｗ
ａ
ｇ
ｔ
ａ
ｉ
ｌ

【
あ
ら
す
じ
】

　
Ｇ
Ｗ
で
遺
産
相
続
の
権
利
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
三
千
院
ナ
ギ
が
執
事
の
綾
崎

ハ
ヤ
テ
と
共
に
転
校
す
る
先
は
、
な
ん
と
文
月
学
園
！
？
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～
プ
ロ
ロ
ー
グ
～
（
前
書
き
）

で
き
る
だ
け
原
作
に
沿
わ
な
い
形
で
書
い
て
い
く
つ
も
り
な
の
で
キ
ャ
ラ
崩
壊

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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～
プ
ロ
ロ
ー
グ
～

五
月
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
終
わ
り
緩
ん
だ
生
徒
達
の
気
を
、
教
師
が
必

死
に
引
き
締
め
を
図
っ
て
い
る
こ
ろ
、
文
月
学
園
の
門
の
前
に
二
人
の
少
年
少

女
が
い
た
。

少
年
が
校
舎
を
見
上
げ
な
が
ら
言
っ
た
。

「
い
よ
い
よ
で
す
ね
、
お
嬢
さ
ま
」

「
そ
う
だ
な
、
ハ
ヤ
テ
。
で
、
こ
れ
が
新
し
い
学
校
か
？
」

「
は
い
、
こ
こ
が
文
月
学
園
で
す
」

少
年
は
顔
を
曇
ら
せ
た
。

「
・
・
・
も
う
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
、
僕
の
せ
い
で
遺
産
相
続
が
・
・
・
、
そ

し
て
学
校
ま
で
・
・
・
」

「
い
い
ん
だ
、
そ
れ
に
あ
そ
こ
は
広
す
ぎ
た
か
ら
な
」

「
で
す
が
・
・
・
」

少
女
は
、
少
年
の
顔
を
覗
き
込
ん
だ
。

「
ハ
ヤ
テ
、
私
は
お
前
が
一
緒
に
い
て
く
れ
る
な
ら
ど
こ
で
も
い
い
の
だ
。
だ

か
ら
・
・
・
」
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「
は
い
、
過
去
で
も
未
来
で
も
・
・
・
僕
が
お
嬢
さ
ま
を
お
守
り
し
ま
す
」

少
年
は
、
決
意
を
込
め
た
表
情
で
言
い
切
っ
た
。

「
う
む
！
」

少
女
は
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
た
。
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～
プ
ロ
ロ
ー
グ
～
（
後
書
き
）

処
女
作
で
す
。
ま
だ
慣
れ
な
く
、
駄
文
で
す
が
生
暖
か
い
目
で
見
て
い
っ
て
下

さ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
新
年
か
ら
本
格
的
に
書
い
て
い
く
予
定
で
す
。
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「
こ
の
時
期
の
転
校
は
ハ
〇
ヒ
の
古
〇
で
十
分
で
す
」
　
 

ｂ
ｙ
　
ハ
ヤ
テ

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
明
久

「
・
・
・
今
日
は
転
入
生
を
紹
介
す
る
」

鉄
人
は
Ｈ
Ｒ
で
教
室
に
や
っ
て
く
る
な
り
、
そ
う
言
っ
た
。

「
女
子
で
す
か
、
女
子
だ
よ
な
、
女
子
に
違
い
な
い
よ
な
！
？
」

「
男
の
娘
で
も
可
！
！
！
」

み
ん
な
、
突
然
の
こ
と
で
す
ご
く
盛
り
上
が
っ
て
る
。

当
然
、
僕
も
す
ご
く
楽
し
み
、
「
女
子
、
で
き
れ
ば
胸
が
大
き
く
て
ポ
ニ
ー
テ

イ
ル
な
ら
最
高
！
！
」
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「
こ
の
時
期
に
め
ず
ら
し
な
・
・
・
。
そ
れ
と
明
久
、
自
分
の
性
癖
漏
れ
て
る

ぞ
？
」

「
あ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
明
久
、
貧
乳
も
ス
テ
ー
タ
ス
」

「
お
主
達
、
本
当
に
大
丈
夫
な
ん
じ
ゃ
ろ
う
か
・
・
・
？
」

後
ろ
で
は
美
波
と
姫
路
さ
ん
が
な
ん
だ
か
親
の
敵
の
よ
う
に
お
互
い
の
あ
る
一

点
を
見
て
い
た
。
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
？

鉄
人
は
周
り
を
見
て
た
め
息
を
す
る
と
、

「
一
人
は
男
子
で
、
も
う
一
人
は
女
子
だ
」
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「
「
「
ふ
た
り
！
？
」
」
」

「
じ
ゃ
あ
、
入
っ
て
く
れ
」

鉄
人
が
そ
う
い
う
と
、
扉
を
開
け
て
見
慣
れ
な
い
制
服
を
着
た
二
人
が
入
っ
て

き
た
。

・
・
・
男
子
の
ほ
う
は
執
事
・
・
・
・
・
・
？

女
の
子
の
方
は
、
ど
う
見
て
も
小
学
生
の
よ
う
だ
け
ど
・
・
・
・
・
・
？

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
あ
の
制
服
は
・

・
・
・
・
・
白
皇
学
院
！
？
」

雄
二
が
信
じ
ら
れ
な
い
も
の
を
見
た
よ
う
な
顔
に
な
っ
て
い
る
。
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「
雄
二
、
知
っ
て
る
の
？
」

「
あ
、
あ
あ
。
ま
あ
な
」

「
自
己
紹
介
を
し
て
く
れ
」

鉄
人
が
み
ん
な
が
落
ち
着
く
の
を
待
っ
て
言
っ
た
。

先
に
金
髪
の
少
女
が
し
ゃ
べ
り
だ
し
た
。

「
三
千
院
ナ
ギ
だ
。
白
皇
学
院
か
ら
転
校
し
て
き
た
。
こ
っ
ち
に
い
る
の
が
執

事
の
・
・
・
」

「
綾
崎
ハ
ヤ
テ
で
す
。
同
じ
く
白
皇
学
院
か
ら
転
校
し
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
？

「
「
「
お
嬢
さ
ま
設
定
来
た
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
！

！
！
！
！
」
」
」

「
で
は
、
何
か
質
問
は
あ
る
か
？
」
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「
ぶ
っ
ち
ゃ
け
何
歳
で
す
か
？
」

「
僕
は
皆
さ
ん
と
同
じ
、
１
７
歳
で
す
。
」

「
私
は
１
３
歳
だ
」

「
「
「
１
３
歳
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
？
！
？
」

「
お
嬢
さ
ま
は
飛
び
級
を
し
て
お
ら
れ
る
の
で
」

 「
日
本
に
飛
び
級
制
度
な
ん
て
あ
っ
た
か
？
」
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「
白
皇
学
院
は
日
本
の
法
律
が
効
か
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
」

「
と
い
う
か
ハ
ヤ
テ
、
あ
の
中
は
も
は
や
異
次
元
だ
ろ
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
も
う
質
問
は
な
い
な
。
で
は
、
今
日
も
各
自
し
っ
か
り
と
勉
学
に
励
む
よ
う

に
」

鉄
人
が
出
て
行
く
と
二
人
、
い
や
三
千
院
さ
ん
の
方
に
質
問
攻
め
が
始
ま
っ
た
。
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「
ね
ぇ
、
今
度
お
茶
し
な
い
？
」

「
遊
園
地
と
か
ど
う
？
」

「
賢
い
お
兄
さ
ん
が
大
人
の
遊
び
を
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
え
っ
と
、
あ
の
、
そ
の
・
・
・
ハ
、
ハ
ヤ
テ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
」

彼
女
が
叫
ん
だ
瞬
間
、
執
事
の
少
年
が
人
だ
か
り
に
飛
び
込
み
、
彼
女
に
し
ゃ

べ
り
か
け
て
い
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
一
瞬
で
空
を
ま
っ
た
。

「
ご
無
事
で
す
か
、
お
嬢
さ
ま
？
」

「
う
ん
！
あ
り
が
と
う
、
ハ
ヤ
テ
」

「
皆
さ
ん
、
ボ
ク
の
お
嬢
さ
ま
に
手
を
出
す
な
ら
そ
れ
な
り
の
覚
悟
を
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
ね
？
」
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「
あ
ー
、
・
・
・
ち
ょ
っ
と
い
い
か
？
」

「
は
い
、
な
ん
で
し
ょ
う
？
」

「
俺
は
坂
本
雄
二
、
一
応
Ｆ
ク
ラ
ス
の
代
表
を
し
て
い
る
」

「
つ
ま
り
委
員
長
み
た
い
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」

「
あ
～
、
泉
の
や
つ
の
み
た
い
な
・
・
・
」

「
・
・
・
お
前
た
ち
、
試
召
戦
争
を
知
ら
な
い
の
か
・
・
・
？
」

「
な
ん
な
の
だ
、
そ
れ
は
？
」

「
僕
た
ち
は
急
遽
、
転
校
し
て
き
た
の
で
あ
ま
り
こ
の
学
校
に
詳
し
く
な
い
ん

で
す
よ
」
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「
そ
う
か
、
な
ら
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
説
明
中
～

「
な
ん
だ
、
こ
の
学
校
に
は
そ
ん
な
面
白
そ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
！
？
」
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「
だ
ろ
？
や
っ
て
み
た
い
と
は
思
わ
な
い
か
？
」

「
や
る
！
！
」

「
お
嬢
さ
ま
が
お
や
り
に
な
る
と
い
う
の
な
ら
僕
も
。
そ
れ
に
、
そ
の
・
・
・

こ
の
設
備
は
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
す
ぎ
る
思
い
ま
す
し

ね
」

周
り
に
は
、
み
か
ん
箱
が
転
が
っ
て
い
る
。

僕
ら
が
こ
の
前
の
試
召
戦
争
で
負
け
、
机
が
ち
ゃ
ぶ
台
か
ら
み
か
ん
箱
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。

「
ま
ぁ
、
結
局
俺
た
ち
は
負
け
て
３
ヶ
月
間
、
宣
戦
布
告
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
け
ど
な
」

「
お
い
っ
！
！
」
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「
で
は
な
ぜ
、
そ
の
話
を
僕
た
ち
に
？
」

「
こ
の
学
校
に
い
る
以
上
、
必
ず
関
わ
っ
て
く
る
も
の
だ
か
ら
な
。
」

「
へ
ぇ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。
」

「
あ
と
そ
れ
と
、
幼
女
ナ
ン
パ
組
は
置
い
と
い
て
、
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
を
紹
介

し
て
お
こ
う
と
思
う
」

雄
二
は
辺
り
を
見
回
し
て
、

「
明
久
、
秀
吉
、
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
、
島
田
、
姫
路
！
」

僕
た
ち
を
呼
ん
だ
。

「
全
員
自
己
紹
介
を
頼
む
」
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「
こ
の
時
期
の
転
校
は
ハ
〇
ヒ
の
古
〇
で
十
分
で
す
」
　
 

ｂ
ｙ
　
ハ
ヤ
テ
（
後
書
き
）

ど
こ
で
区
切
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
・
・
・
。
感
想
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！
！
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「
自
己
紹
介
は
長
い
と
嫌
わ
れ
る
」
　
ｂ
ｙ
　
明
久

「
全
員
自
己
紹
介
を
頼
む
」

雄
二
は
み
ん
な
を
集
め
る
と
そ
う
言
っ
た
。

「
も
と
よ
り
そ
の
つ
も
り
じ
ゃ
」

「
ウ
チ
も
そ
の
つ
も
り
よ
」

「
・
・
・
・
・
・
金
髪
幼
女
、
よ
ろ
し
く
」
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「
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
・
・
・
ま
さ
か
・
・
・
・
・
・
？
」

「
・
・
・
・
・
・
需
要
が
あ
る
」

「
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
、
多
分
あ
の
人
の
山
に
入
っ
ち
ゃ
う
よ
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
ま
ず
は
ワ
シ
か
ら
い
こ
う
か
の
？
」
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「
ワ
シ
は
木
下
秀
吉
。
演
劇
部
に
所
属
し
て
お
る
」

「
気
づ
い
て
お
る
と
思
う
が
、
ワ
シ
は
男
じ
ゃ
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
頼
む
ぞ
い
」

「
へ
ぇ
・
・
・
・
・
・
て
、
え
ぇ
！
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
つ
ま
り
男
の
娘
と
い
う
わ
け
か
？
」

「
普
通
に
男
じ
ゃ
！
！
」

（
・
・
・
・
・
・
ハ
ヤ
テ
、
世
界
は
広
い
な
・
・
・
）
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（
ど
う
な
さ
い
ま
し
た
、
お
嬢
さ
ま
？
）

（
ハ
ヤ
テ
よ
り
女
装
が
似
合
い
そ
う
な
奴
、
始
め
て
み
た
・
・
・
。
今
度
着
せ

て
比
べ
て
み
よ
う
）

（
僕
に
女
装
さ
せ
る
の
は
や
め
て
下
さ
い
・
・
・
）

「
・
・
・
・
・
・
土
屋
康
太
」

「
趣
味
は
・
・
・
ビ
デ
オ
撮
影
、
特
技
は
・
・
・
録
音
。
よ
ろ
し
く
」
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「
よ
、
よ
ろ
し
く
」

「
よ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

（
ハ
ヤ
テ
、
あ
の
・
・
・
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
見
え
て
る
も
の
、
ど
う
思
う
？
）

（
あ
れ
は
・
・
・
）

（
う
ん
・
・
・
）

（
（
盗
聴
器
・
・
・
）
）



25

（
美
希
の
奴
も
使
っ
て
な
い
ぞ
・
・
・
？
）

「
次
は
私
で
す
ね
。
姫
路
瑞
希
で
す
。
趣
味
は
料
理
、
二
人
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」

「
よ
ろ
し
く
」

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
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（
な
ぜ
か
男
子
達
が
料
理
と
聞
い
た
瞬
間
、
震
え
た
気
が
す
る
の
だ
が
・
・
・
）

（
は
は
は
・
・
・
。
気
の
せ
い
で
す
よ
、
お
嬢
さ
ま
）

「
次
は
ウ
チ
ね
、
ウ
チ
は
島
田
美
波
。
海
外
育
ち
だ
っ
た
か
ら
日
本
語
は
会
話

は
で
き
る
け
ど
読
み
書
き
が
苦
手
で
す
」

「
あ
、
で
も
英
語
も
苦
手
、
育
ち
は
ド
イ
ツ
だ
っ
た
か
ら
」

「
ふ
む
、
そ
う
か
・
・
・
。
Ｂ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
 

ｋ
?
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
 

ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
 

ｄ
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ａ
ｒ
ｕ
ｍ
（
よ
ろ
し
く
）
」

「
Ｋ
?
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
 

Ｓ
ｉ
ｅ
 

Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
 

ｓ
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
！
？

（
あ
な
た
話
せ
る
の
！
？
）
　
Ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
 

ｉ
ｓ
ｔ
 

ｉ
ｎ
 

Ｏ
ｒ
ｄ
ｎ
ｕ
ｎ

ｇ
（
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
）
」

「
お
い
、
三
千
院
は
ド
イ
ツ
語
が
話
せ
る
の
か
？
」

「
は
い
、
お
嬢
さ
ま
は
海
外
に
い
た
期
間
が
長
か
っ
た
の
で
。
た
し
か
８
カ
国

語
話
せ
た
と
思
い
ま
す
」

「
・
・
・
お
前
は
？
」
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「
僕
は
と
て
も
・
・
・
、
白
皇
で
は
試
験
の
問
題
自
体
英
語
で
書
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
英
語
は
そ
こ
そ
こ
で
き
ま
す
が
・
・
・
」

「
そ
れ
も
十
分
す
ご
い
と
思
う
の
じ
ゃ
が
・
・
・
」

「
・
・
・
で
、
趣
味
は
ア
キ
を
殴
る
こ
と
！
」

「
美
波
、
僕
は
サ
ン
ド
バ
ッ
ク
じ
ゃ
な
い
よ
！
？
」

「
よ
ろ
し
く
ね
、
二
人
と
も
」
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「
よ
、
よ
ろ
し
く
」

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
じ
ゃ
あ
、
最
後
は
僕
だ
ね
。
僕
は
吉
井
明
久
。
趣
味
は
ゲ
ー
ム
か
な
？
　
そ

れ
な
り
に
得
意
だ
よ
　
」

「
ほ
う
、
で
は
今
度
私
と
勝
負
し
な
い
か
？
」

「
い
い
よ
！
」
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「
し
か
し
、
実
は
テ
レ
ビ
が
引
越
し
で
古
い
タ
イ
プ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
で
き

な
い
ソ
フ
ト
が
あ
る
ん
だ
が
・
・
・
」

「
じ
ゃ
あ
、
う
ち
に
今
度
来
る
？
」

「
い
い
の
か
！
？
」

「
も
ち
ろ
ん
！
！
ｗ
ｉ
ｉ
や
ら
、
Ｐ
Ｓ
３
、
Ｘ
－
Ｂ
Ｏ
Ｘ
と
か
も
一
応
集
め
て

あ
る
よ
？
」

生
活
費
を
す
べ
て
ゲ
ー
ム
に
使
っ
て
い
る
か
ら
！

「
お
お
！
」
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「
今
度
、
絶
対
行
く
の
だ
！
」

「
・
・
・
・
・
・
明
久
が
幼
女
を
家
に
連
れ
込
も
う
と
し
て
る
・
・
・
」

「
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
、
変
な
こ
と
い
わ
な
い
で
！
」

ま
っ
た
く
そ
ん
な
・
・
・
。
こ
れ
じ
ゃ
僕
が
ロ
リ
コ
ン
の
危
な
い
人
み
た
い
じ

ゃ
な
い
か
っ
！



32

「
じ
ゃ
あ
、
今
度
み
ん
な
で
行
く
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
」

「
姫
路
さ
ん
？
」

「
私
も
そ
の
・
・
・
吉
井
君
の
家
見
て
み
た
い
で
す
し
・
・
・
（
本
当
に
連
れ

込
ま
せ
る
わ
け
に
も
い
け
ま
せ
ん
し
・
・
・
）
」

「
う
ん
、
大
歓
迎
だ
よ
！
」

一
人
暮
ら
し
だ
し
、
人
が
く
る
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
だ
。
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「
・
・
・
そ
れ
は
そ
う
と
明
久
、
あ
れ
を
言
い
忘
れ
て
な
い
か
？
」

・
・
・
・
・
・
あ
れ
っ
て
ま
さ
か
・
・
・
？

「
？
？
？
」

と
り
あ
え
ず
、
知
ら
な
い
フ
リ
を
し
て
お
こ
う
・
・
・
。

「
実
は
明
久
は
観
察
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
」
・
・
・

観
察
処
分
者
な
ん
だ
」

せ
っ
か
く
だ
か
ら
伏
せ
て
お
こ
う
と
思
っ
た
の
に
・
・
・
。
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「
観
察
処
分
者
？
」

「
な
ん
な
の
だ
？
　
そ
れ
は
」

「
簡
単
に
言
え
ば
、
教
師
の
雑
用
係
だ
」

「
そ
の
代
わ
り
と
い
っ
て
は
な
ん
だ
が
、
召
喚
獣
が
物
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
」
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「
お
お
っ
！
！
」

「
召
喚
獣
の
力
は
人
間
の
比
じ
ゃ
な
い
。
そ
の
力
を
使
っ
て
す
る
仕
事
も
あ
る

か
ら
な
」

「
ほ
ぅ
・
・
・
で
、
な
ぜ
そ
れ
を
さ
っ
き
隠
そ
う
と
し
た
の
だ
？
」

・
・
・
雄
二
、
さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
は
言
わ
な
い
よ
ね
？
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「
実
は
観
察
処
分
者
は
『
バ
カ
の
代
名
詞
』
で
、
明
久
は
開
校
以
来
初
、
学
校

で
一
人
の
存
在
な
ん
だ
」

「
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
」
」
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「
い
っ
た
い
何
を
し
た
ら
そ
う
な
る
ん
だ
・
・
・
？
」

「
全
教
科
で
欠
点
で
も
取
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？
」

「
明
久
は
持
ち
物
検
査
で
取
ら
れ
た
も
の
や
、
教
師
の
私
物
を
職
員
室
か
ら
盗

み
出
し
、
ま
と
め
て
売
り
さ
ば
い
た
」

「
雄
二
、
そ
れ
だ
と
僕
が
悪
者
み
た
い
じ
ゃ
な
い
か
！
？
」
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「
実
際
、
そ
う
だ
ろ
！
？
」

「
く
、
で
も
雄
二
も
作
戦
に
参
加
し
た
共
犯
者
じ
ゃ
な
い
か
！
？
」

「
そ
う
だ
が
俺
は
教
師
の
私
物
な
ん
て
売
っ
て
ね
ぇ
！
　
お
前
は
普
通
に
犯
罪

者
だ
ろ
う
が
！
！
」

「
あ
、
あ
れ
に
は
色
々
事
情
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
・
・
・
」

「
ま
あ
い
い
・
・
・
、
と
に
か
く
全
員
自
己
紹
介
は
終
わ
っ
た
な
？
」
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「
二
人
と
も
、
こ
れ
か
ら
先
の
試
召
戦
争
で
は
力
を
借
り
る
と
思
う
、
よ
ろ
し

く
」

「
こ
ち
ら
こ
そ
」

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
。
授
業
始
ま
る
ぞ
！
」
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ー
ー
ー
放
課
後
ー
ー
ー

「
い
や
～
、
皆
さ
ん
ず
い
ぶ
ん
と
個
性
的
な
人
た
ち
で
す
ね
、
お
嬢
さ
ま
？
」

「
そ
う
だ
な
、
だ
が
・
・
・
」

「
は
い
、
お
嬢
さ
ま
？
」
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「
学
校
が
楽
し
く
な
り
そ
う
な
の
だ
！
」

「
お
、
お
嬢
さ
ま
！
？
」

「
と
、
言
っ
て
も
行
く
の
は
多
く
て
週
に
一
度
だ
が
な
！
」
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「
お
嬢
さ
ま
～
～
～
、
そ
れ
で
は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
よ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
！
？
！
？
」
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「
自
己
紹
介
は
長
い
と
嫌
わ
れ
る
」
　
ｂ
ｙ
　
明
久
（
後
書
き
）

連
日
投
稿
な
ん
て
不
可
能
と
悟
り
ま
し
た
。

感
想
等
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
！



44

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ナギとハヤテと召喚獣
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